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2024 ＩＴストラテジスト 模試解説

午前対策の要点
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問１

問２
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問３

DCF，NPVについて



4

マルチプル法について

問４
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セキュリティとのトレードオフ

問５
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問６

ケイパビリティ

変革

平時 効率化

再編成，DX
覚

経験曲線効果，コアコンピタンスについて
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問７

インバウンドマーケティングについて

インバウンド
マーケティング

アウトバウンド
マーケティング

働きかけ
見つける

低コスト

覚
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問８

問９
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コーズリレーテッドマーケティングについて

問１０
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プル戦略について

午後Ⅰ対策の要点
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３段跳び法の要点

問1を解いてみましょう
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設問１(1) ①

設問１(1) ②

p.4
9行目

〔サプライチェーンの改善〕

目標適正在庫に近づける施策として，業務部では，サプライチェーンの改善を考え

ている。A社の在庫管理は煩雑である。約1,000の病院分の預託品の在庫報告はそ

れぞれの病院を担当している営業部の営業員から受け，自社倉庫分の在庫報告は

業務部の担当者から受け，これらを基に業務部が，A社全体の在庫管理を行ってい

る。そのため，結果として効率的な在庫管理と適切な品質管理が難しくなっている。

また，自社倉庫から病院への製品の配送は，配送業者に配送業務のみを委託して

いるが，これも，効率的なサプライチェーンを実施しているとは言い難い状況である。

Hop

問題点

問題点 → サプライチェーンの問題点
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設問１(1) ③

設問１(1) ④
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設問１(1) ⑤

設問1(2) ①
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設問1(2) ②

設問1(2) ③
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設問2(1) ①

設問2(1) ②
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設問2(1) ③

設問2(2) ①
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設問2(2) ②

p.5
11行目

A社で稼働中の在庫管理システムは，他社の情報システム(以下，外部システムという)

との連携を考慮していないため，製品マスターはA社独自のコードで管理している。更に，

リニューアルした製品とその旧バージョンの製品を区別できない状態で管理している。この

ような状況を踏まえ，A社のシステム部では，製品ごとのバージョン番号を記録できるよう

にするとともに，リニューアル前と後の製品に別々のJANコードを採番し，このJANコードを

外部システムと共通のキーとすることを考えている。今後の棚卸しでは全ての預託品に

JANコードを印刷したシール又は記録したICタグを貼付し，それをハンディターミナルでスキ

ャンできるようになれば，より効率的で正確な実地棚卸の実現が期待できる。

問題

対処

問題

対処

設問3(1) ①

設問3　〔3PL業者の選定〕について答えよ。

(1) 協業する3PL業者の選定に当たり，営業部が緊急手術に対応できる配送

体制が整っていることを選定ポイントとした理由は何か。40字以内で答えよ。

欠品による機会損失を生じさせることは今後の営業活動に

支障をきたすから

Key

要求事項

参照指示
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設問3(1) ②

設問3(1) ③
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設問3(2) ①

設問3(2) ②
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設問3(2) ③

午後Ⅱ対策の要点
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章立てとユニット分け

① 章立て

設問ア AとB
設問イ …
設問ウ …

② ユニット分け → 一つの節を複数ユニットに分ける

600字

(1) ネタ1
300字

(2) ネタ2
300字

ネタ1

第1章 AとB
1.1 Aについて
1.2 Bについて

第2章第3章

問１を考えてみる
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問1の全体像

第1章の論述例(前半)
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繁華街への出店

第1章の論述例(後半)
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設問イ

論述の構想
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ヒントの確認

ネタ出し
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展開 ①

論述 ①
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展開 ②

論述 ②
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展開 ③

展開 ④



30

論述 ③④

展開 ⑤
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論述 ⑤

リスクについて
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展開 ⑥

展開 ⑦
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論述 ⑥⑦

お疲れ様でした


